
また、より効果的・効率的な介護予防事業の
実施方法やプログラムの内容について検討する
ためのモデル事業を市町村で実施した。

（2）介護保険制度の着実な実施
介護保険制度については、平成12年4月に施

行されてから10年以上を経過したところであ
るが、介護サービスの利用者数はスタート時の
2倍を超えるなど、高齢期の暮らしを支える社
会保障制度の中核として確実に機能しており、
少子高齢社会の日本において必要不可欠な制度
となっているといえる（表2－3－5）。
近年の介護サービスを巡っては、介護従事者
の離職率が高く、人材確保が困難であるといっ
た状況にあるため、第169回国会で「介護従事
者等の人材確保のための介護従事者の処遇改善
に関する法律」（平成20年法律第44号）が成立
したところ。こうした状況を踏まえ、21年4月
にプラス3.0％の介護報酬改定を行い、さらに、
21年度第一次補正予算において、介護職員（常
勤換算）1人当たり平均月額1.5万円の賃金引
き上げに相当する介護職員処遇改善交付金を創
設し、介護従事者の処遇改善を図った。
22年11月30日にとりまとめられた社会保障
審議会介護保険部会による「介護保険制度の見
直しに関する意見」において、要介護度が重く

なっても、介護を必要とする高齢者が住みなれ
た地域で自立して生活できるよう、日常生活圏
域において、医療、介護、予防、住まい、生活
支援サービスが切れ目なく、有機的かつ一体的
に提供される「地域包括ケアシステム」の構築
を目指す必要があるとされた。これを踏まえ、
24年度から始まる第5期介護保険事業計画に向
けて、「地域包括ケアシステム」の実現のため
のさらなる取組を図ることを内容とした「介護
サービスの基盤強化のための介護保険法等の一
部を改正する法律」が第177回通常国会におい
て成立した。また、平成24年の医療と介護の
同時報酬改定に向けて、社会保障審議会介護給
付費分科会において検討を行った。

（3）介護サービスの充実
ア　必要な介護サービスの確保
身近な日常生活圏域で介護予防から介護サー
ビスの利用に至るまでの必要なサービス基盤を
整備するため、「地域介護・福祉空間整備等施
設整備交付金」及び「介護基盤緊急整備等臨時
特例基金」により、将来必要となる介護施設や
地域介護拠点を緊急に整備するとともに、市町
村が地域の実情に合わせて裁量や自主性・創意
工夫をいかせるような介護・福祉サービスの基
盤整備に対する支援を行った。

表2－3－5 　介護サービス利用者と介護給付費の推移

利用者数 介護給付費
平成12年4月 平成15年4月 平成18年4月 平成20年4月 平成21年4月 平成22年4月 平成23年4月 平成12年4月 平成15年4月 平成18年4月 平成20年4月 平成21年4月 平成22年4月 平成23年4月

居宅
（介護予防）サービス 97万人 201万人 255万人 269万人 278万人 289万人 306万人 618億円 1,825億円 2,144億円 2,469億円 2,655億円 2,678億円 2,869億円

地域密着型
（介護予防）サービス － － 14万人 21万人 23万人 25万人 27万人 － － 283億円 401億円 445億円 460億円 506億円

施設サービス 52万人 72万人 79万人 83万人 83万人 84万人 84万人 1,571億円 2,140億円 1,985億円 2,079億円 2,141億円 2,047億円 2,061億円

合計 149万人 274万人 348万人 372万人 384万人 398万人 417万人 2,190億円 3,965億円 4,411億円 4,949億円 5,241億円 5,185億円 5,435億円

資料：厚生労働省「介護保険事業状況報告」
（注）端数処理の関係で、合計の数字と内訳数が一致しない場合がある。

地域密着型（介護予防）サービスは、平成17年の介護保険制度改正に伴って創設された。
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また、単身・重度の要介護者などが、できる
限り在宅生活を継続できるよう、訪問介護と訪
問看護の連携の下で、適切なアセスメントとマ
ネジメントに基づき、日中・夜間を通じて、定
期巡回訪問と随時の対応等を適宜・適切に組み
合わせて提供する「定期巡回・随時対応型訪問
介護看護」を創設した。
さらに、福祉・介護人材の確保については、
介護労働者の労働環境の整備に資する介護福祉
機器の導入に対する助成や雇用管理責任者に対
する介護労働者の雇用管理全般についての講習
など、雇用管理改善に取り組む事業主への支援
に取り組んだ。人材の参入促進を図る観点か
ら、介護に関する専門的な技能を身につけられ
るようにするための離職者訓練の充実を図ると
ともに、全国の主要なハローワークに設置する
「福祉人材コーナー」において、きめ細かな職
業相談・職業紹介、求人者への助言・指導等を
実施することに加え、「福祉人材コーナー」を
設置していない主要なハローワークにおいても
相談体制を整備し、福祉分野の職業相談・職業
紹介、職業情報の提供及び「福祉人材コーナー」
への利用勧奨等の支援を実施した。
また、高齢者が住み慣れた地域で生活を続け
ていくことができるよう、①総合相談支援、②
虐待の早期発見・防止などの権利擁護、③包括
的・継続的ケアマネジメント支援、④介護予防
ケアマネジメントといった機能を担う地域の中
核機関として、平成18年4月以降、地域包括支
援センターの設置を進めており、23年4月末時
点で4,224カ所と、全ての市町村において設置
されている。

イ　介護サービスの質の向上
介護保険制度の運営の要である介護支援専門
員（ケアマネジャー）の資質の向上を図るた

め、引き続き、実務研修及び現任者に対する研
修を体系的に実施した。また、地域包括支援セ
ンターにおいて、介護支援専門員に対する指導
助言や関係機関との連絡調整等を行い、地域の
ケアマネジメント機能の向上を図った。
ユニットケアを行う施設において、その整備
の促進及び施設の特徴をいかした適切なサービ
スの提供を確保するため、平成22年度に引き
続き、施設管理者研修及びユニットリーダー
（18年度より配置することが義務づけられた）
を対象とした研修を実施した。
また、特別養護老人ホーム等の現場の意識改
革や、ケアの向上などを目指して、「身体拘束
の廃止」の取組を推進した。
利用者のサービス選択に資するため、平成
18年4月から施行した「介護サービス情報の公
表」制度については、より広く利用されること
が重要であることから、インターネットを使っ
た公表システムの利便性の向上を図るととも
に、地域包括支援センターや居宅介護支援事業
所での利活用を促進し、インターネットに馴染
みのない利用者への情報提供等の取組を行っ
た。あわせて、「介護サービスの基盤強化のた
めの介護保険法等の一部を改正する法律」が可
決成立し、平成24年4月より公表事務の効率化
と公表される情報の正確性を担保する観点か
ら、事業者が報告した情報について、都道府県
知事が必要と認める場合に調査することができ
る仕組みへ変更を行った。
また、同法により介護福祉士及び一定の研修
を受けた介護職員等においては、医療や看護と
の連携による安全確保が図られていること等、
一定の条件の下でたんの吸引等の行為を実施で
きることとなった。
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ウ　認知症高齢者支援施策の推進
平成23年度においては、20年7月に取りま
とめられた「認知症の医療と生活の質を高める
緊急プロジェクト」の提言に基づき、①認知症
に関する実態の把握、②診断技術の向上と治療
方法の開発など認知症に関する研究開発の促
進、③主治医等を中心とした地域医療体制の充
実などによる早期診断の推進と適切な医療の提
供、④認知症介護の専門職員に対する研修や本
人・家族等の支援ネットワークの構築などによ
る適切なケアの普及及び本人・家族支援、⑤若
年性認知症施策を積極的に推進するために必要
な取組を実施したところ。また、23年度にお
いては、認知症になっても住み慣れた地域での
生活が継続できるよう、認知症地域支援推進員
の配置や市民後見活動の推進等を行った。
なお、17年度に開始した、認知症の正しい
知識の普及を図り、認知症の人が尊厳をもって
地域で暮らし続けることを支える「地域づく
り」を推進していくための広報キャンペーンに
ついては、「認知症サポーター100万人キャラ
バン」等を始めとする取組が各地域において推
進されるよう、引き続き必要な支援を行ったと
ころ。

エ　介護に関する普及啓発
介護についての理解と認識を深め、介護サー
ビス利用者及びその家族、介護従事者等を支援
するとともに、これらの人たちを取り巻く地域
社会における支え合いや交流を促進する観点か
ら、平成20年7月に、介護に関する啓発を重点
的に実施する日として、「11月11日」を「介護
の日」と設定した。（図2－3－6）。
平成22年度に引き続き、都道府県・市区町
村、介護事業者、関係機関・団体等の協力を得
つつ、「介護の日」に合わせ、国民への啓発の

ための取組を重点的に実施した。

（4）地域の支え合いによる生活支援の推進
地域福祉等推進特別支援事業において、高齢
者等の地域社会における今日的課題の解決を目
指す先駆的・試行的取組を行う自治体等への支
援を行った。
また、平成22年度に引き続き、高齢者も含
む一人暮らし世帯等が地域において安心して暮
らすことができるよう、見守り活動等への支援
を行う安心生活創造事業を実施した。
平成23年1月、新たな社会的リスクとしての

「孤立化」、「無縁社会」、「孤族」などの問題に
ついて、セーフティネットの強化を含めた社会
的包摂政策を戦略的に推進するため、「一人ひ
とりを包摂する社会」特命チームを設置した。
同特命チームにおいては、同年5月に「社会
的包摂政策を進めるための基本的考え方」を、
8月に「社会的包摂に関する緊急政策提言」を
とりまとめた。

図2－3－6 　介護の日ポスター
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